
明けましておめでとうござ
います。会員の皆さまには良
いお年をお迎えのこととお慶
び申し上げます。昨年を振り
返りますと、創立110周年記念
式典・記念事業を開催致しま

した。この度は母校を含め内輪だけの記念事業に
留まらず、広く外に向けて発信し、「宇宙フォーラ
ム」は市民、学生の方々にご参加頂き、地域への
貢献を大きくアピールした事業となり、附属魂を示
し、将来に向けて輝き続ける大きな節目となりまし
た。また学校へのご寄付につきましても多くのご支
援を賜り、本年１月新食堂も完成する事になります。
本当にありがとうございました。
折しも被爆70年。先輩方が残された多くの附属

に関わるご功績に感謝の念と哀悼の意を表し８月６
日母校にて慰霊祭を執り行いました。過去の偉大な
功績の回想と将来への展望の熱意の交差する一年
でした。
本年はアカシア会を今以上に強固にする為、各運

営委員会を立ち上げ、また地域アカシアも含めた交
流をますます深めていく所存です。どうか本年も会
員皆さまのご支援・ご協力をお願い申し上げます。
　　　　　　アカシア会会長　向井 恒雄（50回）

aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa
aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa会　長　挨　拶

昨年10月に始まった食堂改修工事が12月に完了、
１月８日（３学期授業開始日）にオープン。母校の食堂リニューアル

白い外壁と淡いグリーンの屋根 清潔な厨房
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連絡先　アカシア会事務局
〒734-0005 広島市南区翠1-1-1
 広大附高内アカシア会館
 TEL＆FAX 082-253-5581

ア カ シ ア 会

次回は 通算 586回 例会

2015年11月に発行した桃色の表紙の名簿です。
お求めは同封の払込票で下記口座へご送金ください。
　 01300-４-13111「アカシア会」

１冊  3,600円

2016年版

アカシア会会員名簿
広島アカシア会 1月例会（586回）のご案内

～新年互礼会～

２月例会：２月17日（水） 午後６時30分
　場所：ひろしま国際ホテル
 卓話講師：サンフレッチェ広島社長　織田 秀和氏（70回）

３月例会：３月20日（日） 午後６時30分
　場所：ひろしま国際ホテル 　※日程が通常と異なります。
 卓話講師：宮崎県知事　河野 俊嗣氏（73回）

C o n t e n t s

会長挨拶、月例会案内、食堂写真 …… 1
地域代表者懇談会、常任幹事会、
110募金者名簿、運営会費納入お願い … 2
友誼の御園 ……………………………… 3
アカシア探検隊　小島明子氏（83回） … 4
アカシア夜話　高田勇氏（41回） ……… 6
阿川弘之氏追悼、いろいろアカシア情報、
地域アカシア会案内 …………………… 8
東京アカシア会、近畿アカシア会 …… 9

東海アカシア会、岡山アカシア会、
九州アカシア会 ……………………… 10
呉アカシア会、東北アカシア会 …… 11
元教官の会、職域・クラブだより …… 12
同期会だより ………………………… 13
ライブラリー、会員名簿広告主 …… 14
出てもろうてもええかいのぉ、ミニギャ
ラリー、事務局だより、訃報 ……… 15
12月例会レポート、会報編集委員会 16

好評販売中!

広島アカシア会の懇親会費は4,000円（84回以降の卒業生3,000円）
アカシア会員なら参加自由。お気軽に直接会場にお越し下さい。

アカシア会ホームページ　http://www.acacia100.net/

日時：平成28年1月16日（土） 午後6時30分
場所：ひろしま国際ホテル　※開催日程・会場が通常と異なります。

（広島市中区立町3-13  TEL082-248-2323）

「テレビの裏側」
テレビ朝日ディレクター　 伊藤 賢治氏（81回）

　テレビ朝日に入社して20年。ワイドショー、ドキュメンタリー番組を経て、
現在、報道ステーションのデスクをしています。これまで経験した取材現
場や、番組制作の裏側などについてお話ししたいと思います。

全国版

白い壁とフローリング、LEDの照明、新しいテーブルと椅子でさわ
やかな空間ができあがった。緑をアクセントにした厨房をシャッ
ターで閉じれば、営業時間外も生徒らの憩いの場となる。
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常任幹事会

平成27年11月７日（土） ANAクラウ
ンプラザホテルで開催された。向井恒
雄会長（50回）の挨拶に続き、次の通り
進行した。
＜報告事項＞（１）事業の進捗及び予算
の執行状況：①会報発行②会員名簿発
行③各地域アカシア会との交流④原爆
死没者・戦没者慰霊追悼の集い⑤予算
の執行状況。新たに各委員会を設置、
会報編集委員長に隂山秀明常任幹事

アカシア会の健全、永続的な運営の為に、75回（卒業後30年）以前の卒業生全員に一万
円の運営会費をお願いしています。まだ納入いただいていない方には振込票を同封し
ていますので、是非とも会費一万円を最寄りのゆうちょ銀行よりお振り込み下さい。
安定した運営体制を次世代に引き継いで行く為にも、同学年やお知り合いの方にお

声をお掛けいただくようお願いいたします。

第８回地域アカシア会
地 域 代 表 者 懇 談 会
　平成27年11月７日（土）ANAクラウ
ンプラザホテルで開催された。
　向井恒雄アカシア会会長（50回）の開
会挨拶、議事録作成者と認証者の指名、
出席者紹介に続き、以下の議事につい
て意見交換が行われた。①春季常任幹
事会での質問事項について、②110周
年記念事業経過報告、③地域アカシア
会の近況報告。
　地域アカシア会からは運営状況につ
き下記のように報告された。
広島アカシア会：11月に通算584回例
会を開催し、10月には通算500号の会
報を発行した。１月から月例会会場が
ひろしま国際ホテルに変更。
北海道アカシア会：３月７日に13名の
出席で設立総会、６月30日には新卒生
の歓迎会を催した。
東京アカシア会：秋の総会では約120
名の参加があった。中止していた会報
を再開し、年２回の発行を目指す。
東海アカシア会：総会の出席者は27名
だった。90歳を超える高齢のメンバー
の為に、インターネットを経由した参
加の試みをした。
近畿アカシア会：エリア居住者は1000
人足らず。会費納入者は約100人。会
員拡大に努めたい。
岡山アカシア会：総会には33名の出席
者。運営について大本榮一会長（27回）
の尽力に負うところが大きい。
呉アカシア会：２月と８月に例会を催
す。女性が来やすいように12時からの
開催としている。女性会員のより多く
の来場を望む。
　最後に大方幸三幹事長（46回）がアカ
シア会の活性化のための活発な意見交
換を要請して、閉会の挨拶とした。

出席者（敬称略）：アカシア会 向井恒雄（会長50回）、
大方幸三（幹事長46回）、甲斐稔（事務局長63回）、井
藤壯太郎（常任幹事50回）、東京アカシア会 福田眞
（会長55回）、近畿アカシア会 堀内重明（会長50回）、
東海アカシア会 坂本利彦（監査役55回）、岡山アカ

運営会費納入のお願い

（63回）、名簿委員長に田島正敏常任幹
事（59回）、広告委員長に槙本良二常任
幹事（69回）、財務委員長に木坂俊治常
任幹事（67回）が就任し、それぞれの職
掌につき再検討等を行う。（２）運営会
費納入状況（３）母校創立110周年記念
事業の経過報告：12月中に食堂の整備
改修が終わり、３学期授業開始日より
の使用が見込まれる。
＜協議事項＞学年幹事会開催と再編成
について。
最後に大方幸三幹事長（46回）が、指
名された各委員長の健闘を祈念し、閉
会した。

卒業回別納入者数（2015年12月７日現在）

卒業回 現会員数 納入

17 回 １
18 回 １
19 回 ２ １
20 回 １
21 回 １
22 回 １
23 回 ３
24 回 ３ １
25 回 ２ １
26 回 ４
27 回 ４ １
28 回 ４ ２
29 回 14 ６
30 回 ６
31 回 10 １

卒業回 現会員数 納入

32 回 14 ６
33 回 14 ７
34 回 23 ９
35 回 29 14
36 回 29 ７
37 回 21 ９
38 回 61 25
39 回 45 11
40 回 70 29
41 回 64 31
42 回 66 22
43 回 144 136
44 回 151 114
45 回 113 82
46 回 112 86

卒業回 現会員数 納入

47 回 156 116
48 回 162 156
49 回 155 112
50 回 170 124
51 回 156 136
52 回 163 122
53 回 180 117
54 回 177 99
55 回 180 109
56 回 174 108
57 回 170 139
58 回 161 96
59 回 184 117
60 回 169 95
61 回 178 103

卒業回 現会員数 納入

62 回 173 110
63 回 170 112
64 回 171 88
65 回 180 111
66 回 183 111
67 回 179 110
68 回 170 101
69 回 177 102
70 回 185 129
71 回 157 102
72 回 176 127
73 回 171 80
74 回 171 83
75 回 173 57

学年ごとの納入状況をお知りになりた
い方は事務局までお申し付けください。

名簿購入・運営会費納入 銀行振込先：ゆうちょ銀行一三九店（店番 139）当座 0013111 アカシア会

シア会 横手靖吾（常任幹事54回）、呉アカシア会 堀
川重幸（会長47回）、北海道アカシア会 増村哲史（幹
事68回）、広島アカシア会 吉中康麿（会長50回）、母
校創立110周年記念事業実行委員会 本田和哉（委員
長62回）、木坂俊治（行事運営部会長67回）

対象会員数5984人・納入者数3773人・
納入率63.1％

アカシア110募金者名簿
平成27年５月以降入金分（敬称略）

●40回　佐々 淳之　　　●41回　戸井 良治
●43回　村上 啓一　　　●51回　畳　 順子
●52回　篠田 義博
（43回村上様は平成27年３月にお振込みいた
だいておりましたが、前回のリストに掲載し
ておりませんでした。お詫び申し上げます。）
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　11月４日～７日の日程で、東北・関東方面に行きま
した。本校が修学旅行で東北を訪れるのは初めてであ
り、特に今回は東北アカシア会に全面協力をいただき、
準備の段階から関わっていただきました。
◆１日目の夜に宿泊先の一室を借りて現役生有志と東
北アカシア会有志（二井谷友公（73回）、須藤和恵（82
回）、山重大樹（101回））で懇談会を開催しました。
　生徒さんたちからの質問に答える形の対話形式で話
題は様々に広がり、１時間あまりの時間はあっという
間に過ぎてしまいました。この度の企画では、私たち
卒業生も多くのことを学ばせていただきました。何よ
り、東北アカシア会がひとつの気持ちになって活動で
きたことが本当に大きな収穫でありました。高校時代
に一丸となって打ち込んでいた体育祭や文化祭と同じ
ように、世代と空間を飛び越えて瞬時にひとつになる
ことができる「附属魂」を感じることができました。
（写真左） 二井谷 友公（73回）
◆２日目、三陸鉄道盛駅前の施設でスライドを使いな
がら約１時間程度，大船渡市の現状と展望をお話しし
ました。東北に来たという事実をしっかり持ち帰って、
自分で見たこと感じたことを広島の皆様に伝えてもら
えればなと思います。（写真右） 角田 陽介（82回）

友 誼 の 御 園  ～ 母 校 だ よ り ～ 友 誼 の 御 園  ～ 母 校 だ よ り ～ 友 誼 の 御 園  ～ 母 校 だ よ り ～ 

広島大学附属中高等学校　ホームページ　http://www.hiroshima-u.ac.jp/fsc/

地域で

国内で

中２産学連携現場体験学習

高Ⅱ修学旅行

　11月５日（木）にキャリア学習の一環として、中学校２年生が
広島市内・東広島市内の計12か所の事業所に分かれて現場体験学
習を行いました。事前学習では、広島大学産学・地域連携センター
の穐丸壽美氏より「地域や社会に貢献した職業について」のご講
話を頂き、体験当日は、実際に仕事をしている事業所の方々から
業務内容の説明を受け、業務体験をさせて頂きました。ご協力い
ただいた小尻泰史氏（70回）をはじめ、ご支援いただいたアカシア
会の皆様にこの場をお借りして厚く御礼申し上げます。

【訪問先】
　広島大学附属幼稚園/同射光科学研究センター/同
ナノデバイス・バイオ融合科学研究所/同生物圏科学
研究科附属瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター
（西条ステーション）/（技術センター）/㈱ツーセル/
㈱サタケ/㈱あじかん/コーポレーションパールスター
/㈱マツダ/㈱にしき堂/広島銀行/広島大学生協

先輩方との交流を通じて
修学旅行委員長　藤川 理沙子（高Ⅱ）

　仙台に住んでおられる先輩方との懇親会では当時の附属の様子や
大学受験、そして東日本大震災についてお話いただきました。、とき
には楽しく、ときには真剣に語ってくださり、とても有意義な時を過
ごすことができました。
　２日目に私のコースは三陸鉄道に乗るため岩手県大船渡市盛町に
行き、卒業生である大船渡市副市長、角田陽介さん（82回）に震災
当時とその後の復興の様子についてお話いただきました。
　実際に復興に携わっている方から直接お話をうかがうのでは、や
はり自分の中に入ってくるものが違うと感じました。
　私たちは先輩方との交流を通し、自分たちもこの附属のつながり
を大切にしたいという気持ちを再認識し、自分が今なすべきことを
やっていこうという励みになりました。

広島大学生物圏科学研究科附属瀬戸内圏での体験を終えて
小松 美月（中２）

　今回の農場での現場体験学習は、青い芝で
形作られた牛の顔の出迎えで始まりました。県
内に２台しかないロボット搾乳機の見学や、長
靴をドロドロにしながらみんなで協力した除糞
作業。飼料作りやエサやり体験、動物たちとの

ふれあい。どれも貴重な経験で、帰るときには農場ならではのあ
のにおいでさえ、名残惜しく・・・。
　印象的だったのは職員の方々が牛一頭一頭の表情や性格につい
てお話しなさっている姿です。動物たちへの愛情に、この仕事に
対する誇りが重なって見えました。自分の将来や働くということ
にこれから思いをめぐらすとき、お仕事をされていた職員の方々
の真剣なまなざしが一つの指針になると思います。
　最後になりましたがお世話になった事業所の皆様、先生方、本
当にありがとうございました。

海外と

　本年度、広島大学から支援を受け、一昨年度から
始めた海外交流を継続して実施しました。訪日の時
期は異なりますが、韓国、チェコ、ドイツから総数
23名の生徒と６名の引率者を受け入れ、ホームステ
イをしながら研修を行いました。また12月末にはタ
イへ訪問して研修するというプログラムです。
　次回「友誼の御園」で合わせて詳しく報告します。

↓作並温泉にて
　懇談会

↓三陸鉄道
　盛駅にて

↑伊達政宗像
　（仙台城）

東北アカシア会との交流

グローバル教育推進
プログラム
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アカシア探険隊
ＭⅠ・2016（冬）　

～出版社潜入の巻～

83回
小島 明子（旧姓：喜花） 氏
～株式会社きじとら出版　

　　　代表取締役～

P r o f i l e中：絵本を読んだりすることある？
加：はい。大人向けの絵本が流行ってた
りしますからね。
中：絵本の出版社が広島にあるんじゃが、
あんた知っとる？
加：えっ？！そうなんですか！
中：ほんじゃ、ちょうどええわぁ。
加：あれ、もしかして、それって・・・
中：もちろん探検に行くんよね！
◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆
ということで今回は、絵本翻訳コンテス
トでの大賞受賞を機に絵本の出版社を設
立されたアカシア83回の小島明子さんに
話を伺ってきました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
中：最優秀翻訳大賞の受賞、そして出版
社の設立、おめでとうございます。
小：ありがとうございます。
中：会社はお一人で立ち上げられたのだ
そうですね。
小：はい、そうです。社員は私一人です。
だけど仕事は一人じゃできないので、
他の専門の方に協力していただいてい
ます。
加：協力していただくお仕事は、どんな
ものがあるんですか。
小：まずは、海外の絵本を日本で出版す
るために、版権エージェントさんの仲
介で版権を取得することから始まりま
す。文章を日本語にするのは訳者さん、
その日本語訳を出版に相応しくしてい
くのにフリーランスの編集者さんや、
監修の先生のお力を貸していただいて
います。刊行第１作の『きょうは、お
おかみ』は私自身が訳者でしたので、
編集の過程をすべて経験できて面白
かったです。

加：日本語訳した文字を絵本の中に割り
付けていく担当もありますよね。
小：はい。表紙や帯を含め、ブックデザ
イナーさんにお願いしています。もち
ろん印刷は印刷会社さんですし、流通
は取次と呼ばれる本の問屋さんが、販
売は書店さんがしてくださる、という
流れです。
加：そうした全体のプロデュースをする
お仕事なんですね。
小：はい、実際に本をつくっているとい
うよりは、あれこれ取りまとめている
感じです。ですから、仕事はメールや
電話での連絡調整がほとんどです。あ
とは経理的なことですね。家のリビン
グを職場にしているので、出版社らし
く見えませんよね。

中：お生まれは熊野町ということですが、
附属に通ってくるのに時間がかかった
んじゃないですか。
小：入学当初は熊野トンネルが出来てい
なくて、矢野峠に入る前からずーっと
車が連なっていましたから、５時台の
バスに乗っていた記憶があります。
中：矢野で乗り換えですか。
小：東雲経由のバスだと、南区役所前ま
で行けるので、そこから歩いていまし
た。歩くのは10分くらいでしたよ。
加：部活は何をされていましたか。
小：中学校の時は軟式テニスで、高校は
一時期陸上部に顔を出しました。
加：授業で好きな科目は何でしたか。
小：中学校から習い始めた英語が面白
かったですね。新しく触れる教科だっ
たので興味を持ちました。最初の先生
は松浦先生で、単語を分解して読む方
法を教えてくださいました。
加：単語を分けて読むんですか。
小：はい。音節ごとの発音です。他にも
「a」は「エ」と「ア」が入り混じった
ような音だとか、そんなひとつひとつ
が面白いなと思いました。最初の出会
いが良かったんですね。
加：中学校で英語に興味を持ったという
のは今につながっていそうですね。
小：そうですね。嫌いにならなかったと
いうのが大きかったと思います。英語
が好きになった最初の出会いでした。
加：仲の良かったお友達とのエピソード
がありますか。
小：中１の時の仲良し６人グループのメ
ンバーと、卒業後もずっと仲良くして
います。１人の女の子は途中で転校し
たのですが、今でもやりとりがあって、
附属時代の絆は強いですね。

加：皆さんとは、どんなきっかけで仲良
くなったんですか。
小：中１の時、席が近かったんです。「お」
から「く」で名前が並んでいて、出席
番号順の席だったので。
加：思い出の写真を一枚お願いします。
小：こんな写真が出てきました～。左か
ら岡崎（旧姓：金子）真由美さんと藤
田（旧姓：木村）香織さん。今も全然変
わっていないですよ。

加：中学校の行事は覚えていますか。
小：大山の辛い思い出が……。人生初め
てのスキーだったのですが、お天気が
悪くて。雨の中のスキーですごく寒く
て哀しくなったので、それから行って
ないです（笑）。
中：スキーは最初の時の天気で左右され
ますよね、好きになるかならないか。
高校の時はいかがですか。
小：やっぱり体育祭でしょうか。

1974年10月10日安芸郡熊野町生まれ、広島大
学附属中学校・高等学校に通う。1997年、国
際基督教大学教養学部社会科学科卒業。1999
年、広島大学大学院社会科学研究科博士課程
前期修了（国際社会論専攻）。同年広島県庁入
庁、2007年退職。専業主婦として子育てをす
るかたわらオンラインサークル「やまねこ翻
訳クラブ」などで児童文学翻訳を学ぶ。広島
市内にて原書（英語）で児童書を読む「英語読
書の会」を主宰。2014年、東京都板橋区主催「第
20回いたばし国際絵本翻訳大賞」英語部門最
優秀翻訳大賞受賞を機に、同年、株式会社き
じとら出版を設立。2015年、『きょうは、お
おかみ』『世界のまんなかの島～わたしのオ
ラーニ～』『こねこのジェーン ダンスだいす
き！』『木の葉つかいはどこいった？』を刊
行し、新進気鋭の「ひとり出版社」として全
国の絵本ファンから熱い注目を浴びている。
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中：パートは何でしたか。
小：高Ⅰがマスゲームで、高Ⅱと高Ⅲは
美術で櫓の色を塗っていました。
加：大学の専攻内容を教えてください。
小：社会科学科で社会学を専攻しました。
社会学は、社会を読み取る学問です。
テーマも切り口も自由で。私は「血液
型占い」を切り口として「予言の自己
成就」をテーマに卒論を書きました。
加：とても面白そうですね。大学院では
国際社会論を専攻されたんですね。
小：アメリカ児童文学を研究されている
吉田純子先生の下でアメリカ社会論を
学びました。児童文学を通して社会を
読み解く研究です。２年間、とにかく
たくさんの文献を英語で読みました。
そのおかげで英語に対するハードルが
下がったと思います。

加：広島県庁退職のきっかけは何ですか。
小：当時、心身ともに不調が続いていた
ので、一度休もうと決断しました。で
も家で幼い子どもを育てていると、外
で大人と関わりたくなって英語読書の
サークルを立ち上げました。
中：自分で立ち上げるってすごいですね。
小：いえいえ、大変なことはなにもなく
て。読書会の講師をしたいと市の女性
教育センターに相談し、言われるまま
に貼り紙をしたら人が集まってサーク
ルができたんです。月２回集まって、英
語で書かれた子どもの本を原書で読ん
でいます。中学レベルの構文と辞書が
あれば読めるテキストの中から、大人も
楽しめるものを選んでいます。生徒さ
んは比較的年配の女性が多いですね。
加：プロフィールにある「やまねこ翻訳
クラブ」とは？
小：海外児童文学を愛するメンバーが集
うオンラインサークルです。翻訳学習
者も活躍中の先輩方も、フラットな関
係で参加できるのが魅力で、私はス
タッフとして運営のお手伝いをしてい
ます。活動の中に「いたばし国際絵本
翻訳大賞」の事後勉強会があって、参

加者は互いの訳文にコメントを出しあ
い、自分の訳を推敲します。これが、
とても勉強になるんです。
中：その「いたばし国際絵本翻訳大賞」
を受賞されたんですよね。

小：はい。児童書のブックフェアで有名な
イタリアのボローニャと縁の深い板橋
区が主催する翻訳コンテストです。私
は第20回英語部門の大賞でした。定員
千人の枠の中で実際に訳文を出したの
が765人いて、その中から選ばれました。
加：ひぇ？！すごいですね。
小：そうなんです！こんなにすごいこと
は私の人生で二度とないと思ったの
で、一念発起して出版社を立ち上げま
した。課題の絵本 “Virginia WOLF” 
を翻訳出版するためです。
加：そうして『きょうは、おおかみ』と
いう絵本が生まれたんですね。
小：はい。むしゃくしゃしておおかみの
ようになった妹と、彼女に寄りそう姉
の心温まるお話です。絵がとても素敵
で、深いメッセージが心に届く、自慢
の一作です。ぜひ、大人の読者にも読
んでいただきたいです。
加：自分の本を手にしてどうでしたか。
小：ついにかたちになったという安堵感
が強かったです。実際に書店に並んで
いるのを見た時はとても感動しました。

加：会社を設立するまでには、どんなこ
とがあったんでしょう。
小：自分は何も知らないので、とにかく
人を頼りました。出版コンサルタント
や書籍営業のプロの方など、多くの方
に助けていただいています。ひろしま

産業振興機構の創業サポートセンター
にもお世話になりました。おかげさま
でこれまでに「いたばし絵本シリーズ」
４点を刊行することができ、この先も
近刊『とびっきりの おむかえ』を含め、
３点の出版が決まっています。

中：出版業界は大変なご時世なんですが
頑張りますね。

小：どこまでやれるか試しているところ
もあります。どこまで本を出せるか、
どこまで資金が回るか。

中：在校生へのメッセージをどうぞ。
小：将来のことを悩んだり見えなかった
りするかもしれませんが、深く考え過
ぎなくてもいいと思います。やれるや
れないだけでなく、やりたいやりたく
ないで動いてもいいと思いますよ。

中：アカシアの皆さまにもどうぞ。
小：これからも良い本を１点１点大切に
送り出していきたいと思いますので、
どうぞ応援よろしくお願いします。世
代をつなぐ絵本はプレゼントにも最適
だと思いますので、ぜひお好みの一冊
を見つけてください。 

中：今日はどうもお忙しい中をありがと
うございました。
◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆
加：きじとら出版の「きじとら」ってネ
コの種類だったんですね。

中：えっ、知らんかったん？！
加：ホームページにネコが出ているから、
そうかなと思っていたんですが…

中：トラ猫の茶縞が「茶トラ」こげ茶が
「キジトラ」灰色が「サバトラ」！

中本 泰弘（65回）
加用 雅信（80回）

撮影　瀬尾 淳（85回）

左より　瀬尾 淳（85）、中本 泰弘（65）、
　　　　小島 明子氏（83）、加用 雅信（80）

『きょうは、おおかみ』左：翻訳本　右：原書
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14 （41回生の原爆の記憶）

　広島で昭和20年８月６日に起きたこと
を語るとき、市内の建物疎開の動員中に
中学校や女学校の１、２年生が甚大な被
害を受けたことを避けるわけにはいきま
せん。
　しかし、附属中の１、２年生だけは例
外で、原爆による死亡は残留組の１年生
10名、２年生１名と非常に少ないのです。
そこには、先生方の冷静な判断がありま
した。原爆投下の２週間前、農村動員の
名の下に１年生は賀茂郡原村（現 東広島
市八本松町原）に、２年生は豊田郡戸野
村（現 東広島市河内町戸野）に疎開して
いたのです。
　そして、８月６日朝、懐かしい広島の
家族に会うために、広島に向かっている
附中１年生がいました。その特別な体験、
そしてやっと会うことのできたお母さ
ま、お兄さまを、１ヶ月後、目に見えな
い放射線の影響で亡くされたこと、70年
経ってなお募る思いを、高田勇さん（41
回）に伺いました。

昭和20年４月
甲斐：高田さんは、昭和20年（1945年）の
入学ですね。高田：そう、明治39年（1906
年）にできた校舎をギリギリ知っとるん
ですよ。かなり古かった。門を入るとコ
の字型の校舎で北側に北組と東組、南側
に南組、雨天体操場や図書室もありまし
た。２階建ての木造校舎で、敷地内に小・
中・高師・文理大があって「四つの学び
舎」という歌がありました。甲：狭いで
すよね。合同の運動会っていうのは、ど
こでやっていたのですか。高：（昭和初
期の地図を見ながら）ここに（現在の中区
平野町辺り）大学グラウンドってあるで
しょう。ここです。うちの兄貴は附中31
回じゃけ、親父と何回か見に行った。兄
達が三八式歩兵銃で空砲の斉射のパンパ
ンという大きな音が怖かったのをよく覚
えています。

農村動員挺身隊
岡田：でも、入学後まもなく疎開された
のですよね。高：疎開じゃないんよ。農
村動員挺身隊。僕らは、出征などで働き
手のなくなった農家の手伝いをするのだ
と、意気揚々と原村に向かいました。広
島から逃げるなんて気はさらさらなかっ
たし、まさか原爆が落ちるなんて思わん
かったからね。甲：でも先生方は逃がす
方便を考えたということなのでしょう。
高：そう、私が言いたいのは先生が賢明
だったということよ。それは今の時代で
も同じじゃけどね。時流に流されず、冷
静に判断された。よそは皆亡くなっとる
でしょう。甲：建物疎開に行った方は、
ほぼそのクラスが全滅していますよね。

高：我々のところは不運な１年生が10
人、２年生は１人、授業中の科学学級４
年生が２人。甲：県下の中学に建物疎開
の話が出たとき、附属の先生を皮切りに、
危ないとずいぶん言ったけれど、結局逆
らえなかったとか。高：そう、でも国立
だから、県の言うことを聞かなくてもよ
かったし、とにかく動員という名目で。
このことは84年に出した「昭和20年の記
録」にも書いてある。甲：しかし、原村
へ行かれたのは、後から見れば、ぎりぎ
りのタイミングでしたね。高：科学学級
の優秀な生徒を死なせてはいけないとい
うことで、まず、科学学級の１～３年生
の疎開が比婆郡東城（現 庄原市東城町）
に決まり、次に２年生が父兄の協力で戸
野村へ行くことが決まりました。しかし、
１年生の受け入れ先がなかった。食糧事
情の悪い時に、食べ盛りの子供たちを引
き受けてくれるはずがない。農業科の宮
岡力先生がほとほと困っておられるの
を、ご実家のお父さまが見かねて、近所
の農家を説き伏せ、原村で受け入れよう
と言ってくださったそうです。これも大
正３年（1914年）から農業科（園芸）を附属
に導入してくれていて、宮岡先生が附属
におられたからこそできたことです。
甲：農業（園芸）という科目があるとは知
りませんでした。高：だから附属には千
田町に農園があったでしょう。同級の及
川（洋一）君や田村（慈朗）君は、当日この
農園へ行く途中に生き埋めになって亡く
なったのですよ。（他にも十数人の大火傷
者がいた。）

８月６日
甲：ところで、なぜ、８月６日当日、高
田さんたちは広島に向かっておられたの
ですか。選ばれて、報告書のようなもの
を届ける使命があったと伺ったのです
が。高：新井君がなにか報告書を預かっ
ていた。後から聞いたら、大したことは
書いてなかったたらしいけど。逆に言う
とそういう名目がないと汽車の切符が買
えんかった。わたしらが選ばれたのも、
農家の手伝いにたくさんの回数行ったと
いうだけですよ。新井（俊一郎）君、笠間
（弘丈）君、西川（亮）君、西川（廉行）君、私、
そしてたまたま面会に来られていた永谷
（義和）君のお母さまと偶然会って、６人
で広島に向かいました。前の晩はしゃぎ
すぎて、始発に乗り損ねました。もし始
発に乗っていたら、早よぅ広島について、
わたしらは死んどる。７時半ころ原村教
順寺（八本松駅まで4.5km）を出て、七つ
池の辺りで早弁をしました。その時、ブー
ンと音がして、B29が広島の方へ飛んで
いくのが見えました。気象を確かめる観

測機だったのでしょう。
　八本松駅（広島から20km）で汽車を
待っているとき、ピカッと光が来た。こ
れが８時15分。あら、なんかの思うて。
その後、どどどーと振動と轟音、おかし
いと思ったら今度は衝撃波が来て、耳が
ツーンとした。窓から見ると落下傘が２
つか３つ見えた。そして、山と山の間か
ら、キノコ雲がもくもくと湧き上がって
きました。「何かな何かな？」と言いな
がら、８時半ころ汽車に乗りましたが、
瀬野（広島から10.6km）まで行ってそこ
からは動かなくなった。ガスタンクの爆
発だという話だった。迷ったけれども、
もう原村には帰りたくないと、広島に向
かって西国道を歩き始めました。
　中野の砂走（現 安芸区中野１丁目）の
辺りで逃げてくる人と出会うようになり
ました。皆、顔が真っ黒で、皮膚が垂れ
下がった腕を前に突き出して歩いてい
た。空から石油を撒いて火をつけたと
言っていた。岡：誰も何が起こったかわ
からないのですね。高：何がなんだかわ
からんかったね。私らも広島へ向かうの
に必死で。８月の暑い時によく脱水にな
らんかったと思うね。負傷者を乗せたト
ラックもやってきた。遠くに比治山が見
えて、鳥居が見えるのに、そのそばの御
便殿（日清戦争時、帝国議会が広島に仮
設置された事に伴って、天皇陛下の休息
所が設置された。日清戦争後これを比治
山に移設し御便殿と呼んだ。）が見えな
い。何があったんだろうと思いました。
海田市付近では屋根瓦が捲れたり、窓ガ

P r o f i l e
高田 勇氏（41回）略歴

特記すべき事 下記の如し
1945年　栄えある附中入学４ヶ月後ア
メリカ空軍B29による原爆攻撃により両
親、長兄他、幼、小、中、女学校の友達、
知己、親類等50人以上を一度に失う。痛
恨極まりなし。1994年　新さくら丸で、
西廻りにて世界一周。2012年　広島県歯
科医師会より8020ベスト10受賞。2009年
喜寿の歳“地獄の１丁目”迄行くも“ま
だ現世での修業が足らぬ”と追い返され
現在に至る。
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ラスが割れていて、不思議な感じでした。
　東大橋では憲兵隊がおって、市内に
入っちゃあいけんと言うのですが、新井
が例の書類を見せるとすんなりOKにな
りました。甲：やっぱり国立の強さです
かねえ。高：そう。皆と別れて、段原の
実家に行きましたが誰もおらんので、み
んな死んだかと思うた。大正橋、広島駅、
東練兵場、大内越峠（おちごだお）を抜け
て、もしもの時は逃げることになってい
た中山村へ向かいました。岡：爆心地の
方へは行かれなかったのですね。高：燃
えてないから大丈夫のような気がして。
今思えば、もう燃え尽きとったんじゃね。
中山村に入ると夏蛍が光っていたのを覚
えとる。そして、とうとう踏切のところ
で、母と兄に出会うことができました。
私は現在83才になるけど、あれほど大声
で泣いたのはこの時だけです。甲：ほっ
とされたのですね。ご家族はどちらで被
爆されたのですか。高：原爆投下時、家
族は鉄砲町の社宅の茶の間にいたそうで
す。母と長兄は爆風で吹き飛ばされ、隣
室に掘った防空壕に転がり落ちた。父は
落ちてきた天井の下になり、即死だった
と思われる。すぐ隣で呼んでも返事がな
かったそうだ。母と兄もそのままでは蒸
し焼きになったかもしれませんが、隣の
方が助け出してくれた。一緒に上流川通
り、泉邸（現 縮景園）へと裸足で逃げ、
艀で川を渡り、饒津神社で同級生の久保
田訓章君（現 広島東照宮宮司）のお母様
から下駄を貰って、中山村へと逃げたそ
うです。でも、その時はほとんど無傷だっ
たのですよ。翌日、兄と二人で京橋通り
を通って、鉄砲町の社宅に行きました。
通りは両側から焼けた家が倒れて道路が
ふさがっていて、真ん中がわずかにへこ
んどる。そこを歩いて行った。家は全焼
していてまだ熱くて、中に入れなくて、
諦めて福屋の横を通って、学校に向かい
ました。報告しよう思うて、馬鹿正直に。
平田屋川言うて、今は埋め立てて並木通
りになっているけど、そこを通って行っ
た。で、ここらが雑魚場町（現 中区国泰
寺町１～２丁目及び小町）で、一中はこ
こでたくさん亡くなった。甲：建物疎開
の作業中ですね。女高師附属女学校、女
学院、第二県女の約1800人が亡くなった

のもここですね。高：そう、県師附小（現 
広大附属東雲小）の友達も亡くなったの
ですよ。ここが爆心から800m。母校も
焼滅していたけど、文理大には桂（喜一）
先生や満窪（鉄夫）先生がおられました。
さらに翌日、鉄砲町で父の遺骨を拾うこ
とができました。高温で焼かれて、真っ
白な遺骨でした。

お母さま、お兄さまの死
高：兄はかすり傷程度で、軽傷者として
町内の手伝いをしたりしていました。私
は７日８日と市内を歩き、９日は休養、
10日に母と二人で三原市郊外の母の実家
で３泊、13日に八本松で途中下車し原村
に帰って、15日に終戦、18日に広島へ帰
りました。帰ってみると兄はひどく衰弱
した状態で、寝たり起きたりになってい
ました。25日ころには高熱が出て、体中
に赤い斑点（内出血）が出て、口腔内にも
出血し、９月２日遂に息を引きとりまし
た。22歳でした。そして、５日には母も
同じようにして亡くなりました。比治山
山麓に穴を掘って、雨の中軽油をかけて、
弟と二人で火葬しました。
　鉄砲町の社宅があったのが、爆心から
１km弱。この１kmの距離が生死を分け
る。１km以内で被爆した人は、屋内外
を問わずほとんど亡くなっとる。近所の
方もその時は逃げとるけど放射線で亡く
なっとる。これが放射線の怖さなのです
よ。母や兄が亡くなっていくのをそばで
見ていて、その時はわけがわからなかっ
た。一昨年のNHKの特集「終わりなき
被爆との戦い」でやっていたけれど、放
射線によって染色体が分断されて、修復
できずに細胞死（アポドーシス）するのだ
ね。そのようにして、たくさんの細胞が
死んでしまうから、臓器がやられるし、
出血する。免疫系もだめになって、感染
症を起こす。母や兄はこの亜急性の放射
線障害で亡くなったのだろうね。岡：目
に見えないから怖いですね。高：今、福
島のことがあるけど、目に見えんから、
ピンと来てない人も多いだろうね。兄　
高田正弘は附中の31回生だから、慰霊碑
に名前があります。これは兄の広島高校
の卒業アルバム。ほら、検閲をくぐって、
こんな写真を貼っている。（アメリカの女
優さんとの合成写真）実際には知恵者が
居て、検閲の後貼ったらしいけど。私は
この兄の影響をものすごく受けていたの
ですよ。顔も似とるし…。

終戦後
高：原村の南部兵舎で、泊まり込みで学
校が再開されました。寒くてねえ。２月
に広島から通って良くなった時はうれし
かった。毎日、復員兵でいっぱいの汽車
に乗って通いました。２年生になった時
に西条町吉土実（現 東広島市土与丸）の
吉土実国民学校へ移ることができた。そ

の頃には旧校舎で被爆死された科学学級
４年の加藤恭三さん（38回）のお父さま
が、材木を提供してくださり、新校舎の
建設が始まっていました。
　そして、昭和22年（1947年）１月より千
田町の新校舎で３学期、４月には学制が
変わり、男女共学となって女子（43回）も
入学してきた。もう、これは大事件。ク
ラスもAからEの５クラスになりました。
先生方は大変だったでしょうね。
　これは１年生の時にもらった生徒手
帳、「我らは天皇陛下の学徒なり・・」っ
て誓詞があるでしょう。戦時中これを読
まされよったけど、戦後、小谷（等）先生
が作った創造、貴節、責任、信愛の言葉
に書き換えたんですよ。自由の世界に
なったからね。映画館や喫茶店に入った
らいかんっていう規則も、勝手に［可］
に書き換えた。甲：高田さんが可にして
いただいたお陰で、後の僕らがその恩恵
を受けたんですね…。高：まあ、原爆地
獄と食糧飢餓時代を経験した者には最早
怖いものはないよ。

編集を終えて
　今回のインタビューでは、様々な資料
を見せていただきました。当時の高田先輩
の日記は、13歳の少年が書いたとはとても
思えない大人びた字で、日本のために戦
いたいという思いであふれていました。
　また、最後の家族写真や、お兄さまの
卒業アルバムなどを拝見しました。その
中には広島高校講堂（現附属高校講堂）前
での笑顔の　写真もありました。
　これらを拝見して、70年前、家族の平
和や少年の青春が、たった１発の原子爆
弾によって壊されたことが、改めて現実
として迫ってまいりました。そして、高
田さんが何度も繰り返しおっしゃってお
られた放射線障害の怖さも。
　母校には先輩方の作られた、謝恩碑（昭
和56年建立　附中１年生の命を救った母
校の決断に対する謝恩の碑）や原爆死没
者・戦没者慰霊碑があります。是非、碑
の前で足を止め、今一度母校の歴史を振
り返ってみてください。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

編集：岡田 美香（76回）
編集：宮井 ふみ子（76回）
文責：甲斐 稔 （63回）

次兄の入営に際して昭和20年４月撮影：
後列左より、本人 勇、長兄 正弘、次兄 弘夫、前
列左より、母 嘉子、祖母 リノ、弟 資生、父 肇

生徒手帳の誓詞と生徒訓條
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アカシア会事務局Eメールアドレス　akashia@fuhs.hiroshima-u.ac.jp

いろいろアカシア情報
◆東海アカシア会総会　２月28日（日）
に総会を開催。
◆呉アカシア会第11回例会　２月14日
（日）正午より呉阪急ホテルで開催。
　東海・呉アカシアの詳細は、下記各
地域アカシア会事務局へお問い合わせ
ください。
アカシア会員ニュース・──────
 織田 秀和氏（70回）が社長を務める
  サンフレッチェ広島 J１リーグ制覇
　サンフレッチェ広島が12月２日・５日
のＪリーグチャンピオンシップに臨み、
２年ぶり３度目のリーグ制覇を成し遂げ
ました。年末のクラブワールド杯におい
ても三位という快挙。社長の経営手腕
も含め、今後のチームの更なる成長に期
待が寄せられます。

  坂上 琴（さかがみ こと） 
　 本名　山手 秀之氏（70回） 
  著書『踊り子と将棋指し』出版　

　第10回小説現代長
編新人賞を受賞され
た坂上琴さん（会報
498号でお知らせ）の
著書が、平成28年１月
６日、講談社より出版
されます。応募時のタ

イトルは『ヒモの穴』でしたが、選考
委員の講評を受けて推敲を重ね、加筆、
改題したとのことです。全国主要書店
にて発売（税込価格1,404円）。

地域 会　長 事　務　局 行事予定

東京 福田　 眞
（55回）

〒101-0047　千代田区内神田２-16-８
第５氏家ビル201　東京アカシア倶楽部内
中西 一彦（72回）
Eメール　k.naka24.chun@gmail.com

総会と懇親会
春・秋

次回は５月29日（日）

近畿 堀内 重明
（50回）

〒669-1506　三田市志手原920-47
岡 國太郎（57回）　TEL079-564-2414
Eメール okakunichan@nifty.com

総会
6月・12月

東海 沖　 信一
（55回）

〒442-0884　豊川市光明町2-41-55
佐藤 哲郎（78回）
TEL0533-83-0981（FAX兼用）
Eメール tetssato@quartz.ocn.ne.jp

総会と懇親会
2月・９月

岡山 大本 榮一
（27回）

〒700-8550　岡山市北区内山下1-1-13
㈱大本組内 TEL086-225-5131 大本 榮一（27回）
Eメール fc-yokote5555@ezweb.ne.jp
横手 靖吾（54回）

総会
11月第２土曜日
次回は11月12日（土）

地域 会　長 事　務　局 行事予定

広島 吉中 康麿
（50回）

〒734-0005　広島市南区翠1-1-1
広島大学附属高等学校内
TEL082-253-5581

例会
毎月17日

（原則として）

九州 山本 哲三
（61回）

〒814-0142　福岡市城南区片江1-25-10
サポート一級建築士事務所内
山本 哲三（61回）　TEL092-863-0151
Eメール syam02038@jcom.home.ne.jp

総会
10月頃

東北 二井谷友公
（73回）

〒981-3203　仙台市泉区高森７-16-12
前場 大二（89回）
Eメール　madeinyamaguchi@yahoo.co.jp

懇親会
不定期

呉 堀川 重幸
（47回）

〒737-0823　呉市海岸３-３-４
兼森 均（61回）　TEL0823-23-1104
Eメール　mj061915plan@yahoo.co.jp

総会と例会
8月・2月

次回は2月14日（日）

北海道 小林　 仁
（59回）

〒047-0261　小樽市銭函１-29-17
（有）増村不動産鑑定内
増村 哲史（68回）　TEL0134-61-5525
Eメール　masumura@almond.ocn.ne.jp

総会
５月頃

各地域アカシア会のご案内

昭和８年、附中に入学して最初の友
人となったのが、私の後席に坐ってい
た阿川弘之君であった。色白で背が高
く、どことなく垢抜けしたお坊ちゃん
で、ユーモラスな彼は忽ちクラスの人
気者になった。
当時は毎年秋、全校生徒が原村の陸
軍演習場で軍事教育を受けたが、１～
２年生は鉄砲なしで、八本松駅から飯
盒を手に現地まで歩いた。ふざけて歩
いていた私は途中で転び、飯盒の蓋が
開いて、おかずが全部路上に散乱して
しまった。昼食時、阿川君は自分のぶ
んを半分私に分けて呉れた。
３年生になると、科学教室では２人
掛けとなり、彼と私は並んで座った。
博物の相原克己先生は愉快な方で、或
る時、騒々しい教室に入って来られて
開口一番、『此のクラスは喧しゅうて
どうもならん！特に其処いらが一番う
るさい！』と私達の机を指さされた。

静まり返っていた
クラスは又々大爆
笑。阿川君が呉れ
た、平成19年の暑
中見舞いに、『附
中の化学教室で机
を並べてゐたのを
つい此の間のやう
に思い出しますが

70年の昔になってしまひましたね。』
と当時を懐かしんでいる。
併し、戦時色が次第に濃くなって来
た当時、クラスの中に、やっかみ半分
から彼を『女々しい』と非難するもの
が現れ、クラス全体が暗雲に包まれた
事があった。
阿川君は広高・東大へと進み、戦時
中は海軍に、戦後は文学者として、遂
には文化勲章を受章した。
その後間もなく開かれたクラス会で
は、幹事の山岡敏雄君から、『君は会
場準備はしなくてよいから、阿川君と
今堀和友君に出席するように頼んで呉

れ。』と注文された。今堀君は東大の
三部門の教授を務め、その後も多忙な、
附小以来の同級生であるが、二人共応
諾して呉れてホッとした。当日は週刊
文春が写真を撮りに来て、翌週号に載っ
たが、中学時代、阿川君に罵声を浴び
せたⅩ君が彼の横でにこやかに笑って
いる姿を見て、これで阿川君の心の蟠
りも消えたと嬉しく思っている。
 岡添 正（29回）

阿川弘之氏（あがわ ひろゆき）（29 回） 
小説家、広島県名誉県民。日本芸術院会
員。日本李登輝友の会名誉会長。文化勲
章受章。代表作に、『春の城』『雲の墓標』
のほか、大日本帝国海軍提督を描いた３
部作『山本五十六』『米内光政』『井上成
美』など。（出典：ウィキペディア）

生誕：1920年12月24日広島市
死没：2015年８月３日東京都（享年94歳）
学歴：東京帝国大学（現：東京大学）
ご子息は阿川尚之氏（法学者、エッセイス
ト）、ご息女は阿川佐和子氏（エッセイスト、
タレント）

写真提供：文藝春秋

　このコーナーでは同期会・出版・そ
の他会員の皆様の情報を掲載させてい
ただきます。ぜひご活用ください。

前会長 石井泰行氏ご逝去

　前アカシア
会会長の石井
泰行氏（43回）
が昨年11月23
日、多臓器不
全のため、東
広島市の病院
でご逝去され
ました。享年
81歳。1996年
から15年間会長を務められ、母校創立
100周年事業や組織改革、財政改革に
ご尽力されました。その後も名誉会長
として当会を支えていただきました。
　ここに謹んでお悔み申し上げます。
 （別紙にて追悼文集を同封しています。）

阿川弘之氏を偲ぶ
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12月６日（日）大阪阪第一ホテルで開
催した。第一部の司会は副会長の皇暢
子さん（46回）が担当し、開会に先立ち
先般逝去された前アカシア会会長石井
泰行氏（43回）を偲び黙祷を献げた。堀
内重明会長（50回）の開会挨拶に続き、
来賓のアカシア会会長向井恒雄氏（50
回）から石井氏の数々のご功績並びに故
人にまつわる種々のエピソードの披瀝
があった。また110周年記念事業の食堂
改修計画も順調に進んでいることの報
告もあった。その後、最年長出席者の

上本和彦氏（35回）のご発
声による乾杯へと進んだ。
会食からの司会は幹事
の川村美貴さん（97回）が
担当した。今回出席者は
来賓を含め23名という記
録的少人数だった。なか
でも多いときには10名近

く出席されていた43回生（男女共学１
期生）が今回はついにどなたも参加さ
れなかった。今後の課題は70回代以降
の若年世代の出席者を開拓していくこ
とがあると言えよう。これをご覧の若
年世代のみなさま、次回以降の出席を
よろしくお願いしたい。今回は出席者
が少ないことから出席者によるスピー
チを主にしたプログラムとした。トッ
プは、当日が大阪セレッソの一部昇格
を掛けた決戦の日であったことから途
中退席を余儀なくされた鬼武健二氏

（48回）にお願いした。氏は現在はJリー
グチェアマン等のサッカーの公職から
も解放され時間的余裕もできたとのこ
と。川本和良氏（38回）は先日開催され
た上野德惠さん（45回）のソプラノコン
サートのことをドイツ語を交えて絶賛
された。当日はアカシア会らしく裁判
官である橋本耕太郎氏（76回）、弁護士
の豊島秀郎氏（62回）の出席もあり、法
科大学院生の三島あいさん（97回）は初
出席した成果を感じていたようだ。
その後、福引きでは一等から三等ま
での銘菓に加え、上野德惠さんから銘
酒「大号令」も提供され、恒例のアカ
シアソング斉唱で閉幕。
次回は2016年6月5日（日）正午から、
会場は同じです。ぜひご参加ください。
 12月18日記　岡 國太郎（57回）

［前出以外の出席者］　（38）香川昇、（41）村田好正、

（45）日下善道、（46）見門忠雄、（51）清水邦夫郎、

（64）田頭史明、（101）野中雄太、藤川詩織、（102）

清山莉奈、髙橋宏弥、渡邉紗恵
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東京アカシア会ホームページ　http://acacia.alumnet.jp/

東 京 発 世代を「つなぐ」東京アカシア会　平成27年度秋季懇親会
ハロウィーン当日の10月31日（土）。四

ツ谷のスクワール麹町にて、恒例の東京
アカシア会秋の懇親会が行われ、約120
名に参加いただきました。
被爆70年の節目の年。戦争体験を「つ

なぐ」、ヒロシマを「つなぐ」、未来に「つ
なぐ」。「つなぐ」という言葉がキーワー
ドとなりました。東京アカシア会では、
40歳となる学年が幹事を務め、年に２回
の会合を企画・運営していますが、これ
もまたタスキを「つないで」いるのだな、
と携わってみて強く実感しました。
秋の懇親会では、春に続き、アカシア

メンバーのご活
躍を紹介するミ
ニプレゼンテー
ションを企画
しました。快く
引き受けてくだ
さったのは、長
年調理科学の研究を続けられ、この春
瑞宝中綬章を受章された渋川祥子さん
（45回）と、大学在学中にフレンチトース
トのカフェをオープンした起業家の平井
幸奈さん（101回）。今でこそよく聞く「リ
ケジョ」の草創期から研究を続けてこら
れた渋川さんには、「炭火焼きはなぜ美
味しいのか」をご説明いただきました。
調理科学が、こんなに生活に密着した
分野とは！平井さんには、自身が開発し
た朝食にぴったりの「グラノーラ」を、
司会の栗原順子さん（82回）との掛け合い
で、テレビショッピング風に紹介してい
ただきました。

企画の準備にあたり、お２人にお話を
うかがいました。40歳の私から見て、40
年近く先輩の渋川さんと、20年近く後輩
の平井さん。お２人とも誇りを持って、
かつ楽しみながらお仕事に取り組んで
おられる姿がとても素敵で、こうやって
アカシアのパワーは世代を超えて脈々と
「つながれて」いるのかな、と感じました。
至らぬ点も多々あったかと思います

が、なんとかタスキを85回に「つなぐ」
ことが出来ました。
次回は2016年５月29日（日）15時より、
会場は同じです。奮ってご参加ください。
 11月７日記　長通 麻弥（84回）

ミニプレゼンテーション　右：平井幸奈さん
（左は司会の栗原順子さん）

近 畿 発 近畿アカシア会後期総会

渋川祥子さん

カープグッズ当選に笑顔！
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岡 山 発 岡山アカシア会、2016年は第60回記念

2015年11月14日（土）、恩師の井ノ迫
泰弘先生、向井恒雄アカシア会会長
（50回）にご出席いただき、35名で懇談
会を開催しました。井ノ迫先生は在職
中、教育をよりよいものにしようと、
率先して研究授業を担当されたそうで
す。この日も、ご自分が作成されたさ
まざまな教材を持ってきて見せて下さ
いました。広大附属では、このような
熱心な先生に教育を受けることができ

たのだと改めて有難く思いました。会
では、食事を楽しみながら、数字の若
い卒業回（つまり年長者）から順に全員
が近況報告をします。どの方も、年齢
を感じさせず若々しく活躍されてい
て、お話に後輩やみんなを思う気持ち
が詰まっており、なるほど・・と耳を
傾けました。そんな中で、ある専門職
の方が「私の商品は知性、自らを磨こ
うと思う」というような話をされ、な

るほどと心に沁みたことでした。実
際、アカシア会自体が、そういうこと
を矜持としており、その共通の意識と
文化で、許容的でありながら固く繋が
っているようにも思います。今は３桁
の卒業生までが参加するようになり、
今年の最若手は101回の卒業生でした。
岡山アカシア会は来年、第60回を迎

えます。お近くの方、今は転居されて
いる方、ご縁の方は是非2016年11月12
日土曜日に後楽園を臨む岡山プラザホ
テルにご参集ください。60年の節目に
ご一緒に楽しいひと時を過ごしましょ
う。「同窓マジック」で一瞬にして高
校時代にタイムスリップしますよ。
 12月３日記　青木 三恵子（61回）

［参加者］（47）加藤修司、（52）近藤みち子、（53）大田 
淳、輪竹孝子、（54）今石瑞枝、横塚良昭、乙部憲彦、
倉橋克文、清水幸登、（70）有手靖吾、米倉靖子、（57）
岡國太郎、馬場正重、（58）小橋清二、（59）田中裕二、
（61）青木三恵子、（63）田中信行、（68）飯田和恵、植
田美穂子、戸板富久子、山口慎一、（72）沖原 巧、（77）
田中久子、（79）稲垣美穂、藤川純子、村瀧 剛、（82）光
元潤子、（83）真谷知憲、藤元宏行、（84）西森久和、
（90）林 瑶子、（98）兼澤弥咲、（101）宮田将德

　10月17日（土）に博多ANAクラウンプ
ラザホテルにおいて、九州アカシア会第
12回総会・懇親会が開かれました。第12
回ということは、九州アカシアが創立さ
れて12年目に入った訳で、昭和22年から
始まった前身の福岡アカシア会と通算
するとその歴史は68年になります。私
たち幹事は、先輩たちが長きにわたって
守って来られた九州地区のアカシア会
の灯を消すことなく、地道に活動をする
決意を新たにした総会でした。

九 州 発 九州アカシア会総会・懇親会

恒例の東海アカシア会・豊葦会ビア
パーティを９月27日レストラン「ばか
なる桜通店」で開催。向井恒雄アカシ
ア会会長（50回）をお迎えし、ビアパー
ティ最多の23名が集まりました。
最年長の西田節子さん（豊葦会26回）
はFaceTimeでのテレビ電話で参加、
もはや恒例となりました。吉本幹彦さ
ん（41回）のご発声で乾杯。沖信一会長
（55回）のご挨拶の後、向井会長から創
立110周年行事の報告とお礼、野球班・
管弦楽班の活躍などお話しいただき、
続いて皆さんの近況紹介に。

まずは吉本さんから創
立40周年当時のお話を。い
つも写真を撮って下さる
中村博之さん（43回）は110
周年行事で同期会をした
ことを。久々の末冨博さん
（45回）は広島から東京に

戻る途中での参加でした。齋藤蓊さん
（48回）は江戸城天守再建活動について
熱く語られ、花岡正紀さん（48回）は同
期の林滋さん（今回欠席）の新聞投稿の
紹介を。小田千惠子さん（48回）はこの
東海の会が発足した当時の思い出を、
兼川徹さん（48回）は最近の旅行の数々
を。坂本利彦監査役（55回）は参与でご
活躍の漢字検定協会の紹介があり、宮
川隆吉さん（57回）からはこの地区には
同期の方が少ないとの嘆きも。110周
年行事を機に帰省された安田健一さん
（59回）、宇宙開発のリーダー養成に注

力の田中秀孝さん（59回）、省庁を退任
された鈴木政子さん（59回）と同期３人
に。成瀬まり子さん（65回）は初孫がで
きたうれしさを。
今回のトピックスは72回が５人参加
です。翻訳で忙しい常連の服部清美さ
ん、どちらも単身赴任とマラソンのお
話が共通だった奥村真一さんと田中千
晶さん、10年ぶりに参加の重河眞貴子
さん、そして今回初参加の荒田治彦さ
んの５人になり、トップの座は初めて
48回から72回に。
石田充さん（93回）は県土木の仕事で
頑張っている様子を、初参加の忠田誠
司さん（93回）は服部さんのご主人と同
じ職場と分りびっくり。大いに盛り上
がって予定時間を大幅超過しました
が、最後に校歌・学生歌を合唱してお
開きとなりました。
次は2016年２月に総会を開催します

ので是非ご参加下さい。学生無料です。
　 10月３日記　梶 幸一朗（81回） 

東海アカシア会・豊葦会　ビール会東 海 発
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呉アカシア会 総会・第10回例会呉 発

厳しい暑さが続く真夏の８月９日（日）
に、呉阪急ホテルで呉、広島、竹原、
東広島から29名の出席があり、平成27
年度呉アカシア会総会並びに第10回例
会を開催しました。総会前に国会会期
中でご多忙の中、衆議院議員寺田稔様
（66回）より、国政から地方への動きと
して広島の被爆建物保存の予算化や地
方創生元年として動き始めたことなど
について報告がありました。総会では、
奥村誠哉副会長（49回）より26年度の事
業報告及び27年度の活動計画として２

回の例会の予定につい
て説明後、藤井貴子会計
（75回）より会計報告し
ました。次に谷田部広志
監事（65回）より、兼森均
監事（61回）と帳票、現金
出納帳、預金通帳等の監
査結果、経理的に適正処

理されていることを報告し満場一致で
承認されました。
懇親会では、保田麻友様（93回）が

“「被爆者体験」伝承者（次世代）の役
割”と題して卓話を行いました。今年
は戦後70年を迎え、次世代に伝えるべ
き真実と原爆体験談が被爆者の高齢化
により消えないよう伝承者を育てる活
動が進められていること。自ら伝承者
となったきっかけや仕事をしながら３
年間の研修でつらかったけれども、や
りとげたこと。伝承する被爆体験者が

偶然にもアカシアの先輩であったこと
が力を与えてくれたこと。伝承者１期
生130名の中から50名がデビューし、
その一人となり、活動が全国に広がっ
ていることなどのお話に一同心を打た
れました。また、被爆者の一人として
活動されている中西巌様（38回）から、
被爆建物である被服廠の現状について
紹介と保存に向けてのお願いがありま
した。昼食会では、村尾禮三郎様（47回）
の音頭で乾杯し、各テーブルでは楽し
い歓談が進み、校歌斉唱、記念撮影後
に閉会となりました。
次回は２月14日（日）に第11回例会を
予定しています。
 10月29日記　谷田部 広志（65回）

［前出以外の出席者］（43）大之木精二、後藤
吟子、（47）堀川重幸、湯浅純吉、（49）竹鶴
寿夫、原田瑠美、中西登代子、（50）井藤壯
太郎、（51）井之川義典、（52）殿村礼子、（55）
岡本曼悧子、近森翠、（65）宮加谷靖介、（72）
砂古伸二、 （74）杉原敦、杉原ご子息、 （80）
堀口悟史、（83）横川淳、（85）栗栖史匡、（95）
槇谷脩治、（97）南谷怜亜

東 北 発 2015年東北アカシア会

平成27年10月24日（土）、すっかり秋
が深まり、冬の足音が聞こえてきた仙台
で、計８名にて、和気あいあいと東北
アカシア会秋期懇親会を開催しました。
はじめに、事務局から、東北アカシ
ア会会長について、野尻久会長（33回）
から二井谷友公さん（73回）への引き継
ぎを提案し、承認されました。これま
で東北アカシア会を支えて下った野尻
会長、伊藤勝副会長（47回）には、心よ
り感謝の意を表します。併せて、附属

高校の東北修学旅行への
東北アカシア会の協力内
容についても報告しまし
た。
恒例の講話では、新生

銀行仙台支店の金川誉也
さん（99回）から、「証券
営業の仕事と最近の金融
市場の動向」をテーマに、
現在ご担当されている業

務などについてお話をしていただきま
した。法人向けの金融の仕組みなど、
普段なかなか聞く機会の少ない内容を
知ることができる貴重な機会となりま
した。
今回も大いに盛り上がった結果、い
つもどおり、会場から追い出される形
での閉会となりました。
 11月28日記　前場 大二（89回）

［前出以外の出席者］（56） 高田豊治、（82）松
田謙、（86）佐島育子、（101）山重大樹

　広島からはアカシア会の向井恒雄会
長（50回）が駆けつけてくださり、母校の
様子や母校創立110周年記念事業など
についてお話をいただきました。
　参加者は学生３名、一般23名、合計26
名でした（初参加４名）。
　卓話は、64回の河野操さん。今年還暦
を迎え、中学時代から書き溜めた書に託
された自分史を語られました。披露さ
れたその書は数十点、その一点一点に書

いたときの思いが込められており、参加
者は熱心にスクリーンに映し出された
見事な書に見入っていました。河野さ
んは定期的に書の個展を開かれており、
参加者にその案内状も配られていまし
た。
　懇親会では、ひとりひとりの近況報告
もあり、皆さん興味深く聞き入っていま
した。
 11月17日記　山本 哲三（61回）

［参加者］（50）向井恒雄、（55）花栗美百
合、添田寛子、（61）河野博之、山本哲三、
（62）豊原敏光、（64）河野操、（65）馬郡敏
美、松本典之、山口孝則、（66）佐藤英博、
谷正和、荒神一臣、岩國治、出原眞理加、
川上祐子、大草知子、（67）熊繁昭、（68）
貞刈暢代、（71）内薗清、（80）楠英之、
（84）田口健蔵、（87）喜多村紘子、（95）細
川裕子、（99）古本政博、（102）中島潤
 以上26名

附属高校東北修学旅行について
11月３日から６日までの附属高
校の東北修学旅行において、修学
旅行を充実したものとし、また東
日本大震災からの復興状況をより
詳しく正確に知ってもらうことを
目的に、東北アカシア会での支援
を実施しました。
【支援内容】○11月４日（水）、
宿泊ホテルでの卒業生との懇談会
を実施。東北アカシア会から二井
谷会長（73回）、須藤和恵さん（82
回）、山重大樹さん（101回） 計３
名が出席し、生徒と、震災だけで
なく、附属での学生生活、進路等
について意見交換。○11月５日
（木）、大船渡市の角田陽介副市長
（82回）から、大船渡市の復興状況
等の説明。○その他、東北大学訪
問、語り部の手配、JR仙台駅で
のお出迎えなどの調整について協
力。 （３頁に関連記事）



小西　毅 (７７回） 
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この場を借りてお礼申し上げます。
 10月30日記　高下 弘司（74回）

　平成27年９月19日（土）広島市内（福
屋広島駅前店）において本年度のアカ
シア歯科医会総会及び講演会、懇親会
が開催された。今回も45～103回生と
いう幅の広い層からの出席を得た。総
会では、元広島市歯科医師会長の森本
克廣先生（54回）の旭日双光章受章の報
告とともに、柄博治アカシア歯科医会
会長（58回）より祝辞をたまわった。そ
の後の講演会では、広島市内開業の柄
先生より、矯正歯科医からみた親知ら
ずの意義から臨床におけるアドバイス
などを、たくさんの症例写真とともに
ご教示いただいた。続いての懇親会で
は、参加会員の近況を報告し、学生会
員、研修医の先生及び、広大教授と開

平成27年度アカシア歯科医会
総会及び講演会

業会員との親睦を深め、今後の歯科医
療への貢献を誓い合い散会した。
 山木戸 隆子（74回）

　去る７月18日に総会、翌19日に附属
中学との現役戦が開催されました。総
会後の懇親会は、サンフレッチェ広島
の社長に就任された織田秀和氏（70回）
のお祝いも兼ねての開催でした。
　吉田文次郎氏（43回）、大橋謙三氏（44
回）をはじめ、野村尊敬広島県サッカ
ー協会名誉会長（50回）、小城得達同協
会会長（51回）ら30名の豪華な顔ぶれと
なりました。中学生との現役戦では17
名のOBが母校グランドに集まり、清々
しい汗を流しました。若手とベテラン
の48歳の年齢差を感じさせない連携の
良さで、楽しくプレーできました。
　また、６月19日に織田社長の前後２

アカシアサッカークラブ
現役戦・総会／激励会

　10月23日（金）、附属高校の三藤義郎
副校長先生を来賓にお招きし、中電ア
カシア会の懇親会を広島アンデルセン
にて開催しました。三藤副校長先生に
は、４月に行われた110周年記念行事
の紹介、母校の設備状況や生徒の活動
状況などをお話しいただき、テレビ番
組で取り上げられた体育祭のDVDも
見ることができました。
　当日は44回卒業の大先輩から100回
卒業の若手まで32名の会員に出席いた
だき、楽しいひとときとなりました。
今年度も、58回熊野義夫会長（中国電
力顧問）のもと、参加いただいた皆様、
開催にご協力いただいた皆様のおかげ
により盛会とすることができました。

職域・クラブだより
中電アカシア会懇親会

８月19日（水）、メルパルク広島にお
いて、25名が参加して開かれました。
総会では、会長の岩合一男先生（元
校長・数学）の挨拶、幹事長の三宅重
徳先生（英語）による会務報告、会計・
監査報告の後、米寿を迎えられた岩合
先生、三上昭荘先生（社会）にお祝いが
贈呈され、ゲストの鈴木俊哉さん（66
回）に「ピースキャンドルにかける思い」
と題して講話をしていただきました。
懇親会では、景山三平先生（元校長）
による乾杯の後、現副校長の砂原徹先
生から「附属の現状」が報告されまし
た。歓談の後、米寿のお祝いを受けら
れた三上昭莊先生（社会）、初参加の溝
上直美先生（養護）、室長大應先生（理
科）にスピーチをしていただきました。
 11月14日記　田中 泉（66回）

「アカシア元教官の会」 平成27年度（第24回）総会・懇親会

第４列　井藤幹治、有田正志、井ノ迫泰弘
第３列　永田龍男、室長大應、多田保行、南村俊夫、野中幹夫、世羅博昭、田中泉
第２列　三藤義郎　、砂原徹、金丸キミヱ、山本克子、林昭、溝上直美、片山一法、有田嘉伸、松井政明
第１列　三宅重徳、三上昭壯、鈴木俊哉、岩合一男、福森信夫、三浦省五、景山三平、太鼓矢晋

織田さん激励会
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学年中心に激励会を開催したところ、
恩師の野中幹夫先生、井藤幹治先生（66
回）、河野俊嗣宮崎県知事（73回）も参
加され、大いに盛り上がりました。
 ７月19日記　先本 賢司（71回）

　

　11月29日、恒例の三校対抗OBサッ
カー大会（国泰寺・修道・附属）が修道
高校グランドで開催されました。試合
は51回林道義先輩、52回林浩二先輩を
はじめとする60歳オーバーの熟練パワ
ー５名に、若手は86回生まで計19名の
布陣で臨みました。対修道２－１、対
国泰寺１－８、国泰寺対修道０－１
と、勝ち点では並び、得失点差で国泰
寺OBが優勝しました。61回古田篤良
先輩の２点ゴールにはスタンドも大い
に盛り上がりました。
　表彰式・懇親会には三校計51名の参
加で、優勝トロフィー授与後、70回織
田秀和サンフレッチェ社長のCSに向
けてのスピーチもあり、いつもながら
の楽しい交流となりました。
 11月29日記　先本 賢司（71回）

　平成27年８月14日　アカシア・ベー
スボール・クラブ（ABC：野球班OB会）
の懇親野球大会が、母校グランドにて

アカシアサッカー三校OB戦

アカシア・ベースボール・クラブ
平成27年度懇親野球大会

開催されました。
　還暦過ぎのベテランから成人になっ
たばかりのフレッシュなアカシアメン
バーまで、幅広い年代のOBが集まり、
和気藹々とした野球大会となりました。
　＊１月３日の定期総会、８月14日の
親善軟式野球大会は永久固定日程で
す。スケジュールを合わせて、是非と
もご参加くださるようお願い申し上げ
ます。 谷口 公啓（73回）

　JA4YBRアカシアハムクラブは、無
線班創立以来52年連続参加となる、日
本アマチュア無線連盟主催FDコンテ
ストに合わせ、８月１日～２日に「野
呂高原ロッジ」でのOB会を開催し、
元顧問の松井坦先生ほか、関東・関西・
広島から61～81回の計10名が参加しま
した。今回からコンテスト時間が３時
間早まり、機材設営が間に合わない恐
れがありましたが、好天に恵まれ、松
井先生の電柱登りをはじめ伝統のチー
ムワークを発揮し、順調に準備完了～
夕食～宴会に移行できました。今年は
久々に電波状態も良く、毎時のスコア
アップ報告でも大いに盛り上がりまし
た。競技終了後は次回開催と下界での
OB会での再会を約束して下山しまし
た。 11月18日記　手島 由裕（74回）

アマチュア無線班OB会

アカシアアーチェリー班OB会

　昨年に引き続き、８月13日（木）に
OB有志が広島市内で集いました。今
回は県外組の帰省も加わり、昨年より
も賑やかな会となりました。今は全員
がアーチェリーから離れた生活を送っ
ていますが、弓が好きだった者同士の
集まりとあって、懐かしい昔の部活や
弓の話になると時間を忘れて盛り上が
りました。これからも適時集まり、懇
親の輪を広げていきたいと思いますの
で、多くのOBの方にもご参加いただ
けたらと思います。
 11月15日記　木下 和敬（81回）
 k.kino.acasut－arc@hotmail.co.jp

　平成27年９月10日、アカシア48回生
鬼武健二君が日本サッカーミュージア
ム内にあるサッカー殿堂に掲額されま
した。それを記念して、48回生有志に
よる祝賀会が10月22日午後６時より中
電工本社ビル20階のグリーンハウスに
おいて開かれました。山浦孝行君の司
会で、最初に鬼武君からサッカー殿堂
入りについて簡単な説明がありまし
た。続いて、附属小学校から高校まで
一緒だった同級生を代表して中村成朗
君が鬼武君のエピソードを色々と語
り、中村君の音頭で乾杯に移り、懇親
会に入りました。昔話に花が咲き、予
定していた２時間もあっと言う間に過
ぎて散会となりました。
　当日の出席者は男性24名女性12名
（内、東京からの出席者３名）の計36名
でした。サッカーミュージアム（東京

同期会だより
鬼武健二君　日本サッカー殿堂入り
アカシア48回生有志祝賀会
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　級友とは時折のクラス会で会うもの
の、別の組の方々と会う機会はめった
にない。ひょんなことから９月末に同
期17名による一泊旅行が実現した。
　きっかけは、北九州・宗像地方に住
む５組の花栗（平本）美百合さんに、こ
の地方の歴史に詳しい谷本直さんが「あ
なたはすごい所に住んでいるよ。クラ
スのみんなで歩いてみよう」と提案し
たこと。当初は５組単独の予定だった
が、110周年記念祝賀会の後のオープン
クラス会で他の組にも声を掛けてみた。
　旅のコースは宗像大社、古墳群、宮
地嶽神社など。計画の最中に宗像大社
が世界文化遺産指定地に推薦されるこ
とになり、ますます盛り上がった。日
本のルーツともいえる場所を懐かしい
友と語り合いながら旅をする。大切な
思い出の１ページが増えた。
 10月１日記　米門（上原）公子

　８月29日（土）「菜づけ百屋」に65回
生21名が集い、夏の会を開催しました。
女子の圧倒的な勢力に対し、男子も負
けじと応戦。いつもながらの大音量に
お店の人もさぞ驚かれたでありましょ
う。アッという間に制限時間が過ぎ、
ほぼ全員が二次会へ。ここでも飲めや

アカシア65夏の会

歌えやのハッスルぶりは健在で、とて
も還暦直前とは思えません。０時を過
ぎても、まだ飲み足りない面々は、広
島県バレーボール協会会長重野陽一君
に引き連れられ、元全日本選手のお店
へと向かったのでした。
　５月21日～22日には、四国（祖谷温
泉泊）の春合宿があります。また珍道
中が繰り広げられることでしょう。（詳
細は65回掲示板サイトで）
 10月10日記　中本 泰弘

　８月15日。20歳を迎える成人式前の
同窓会ぶりに声をかけて集まりまし
た！仕事につき、社会人４年目となる
人や医者を目指し未だ学生で頑張って
いる人、既に結婚をした人など、みん
なそれぞれの道を歩んでいましたが、
学生時代には話したことが少なかった
人達とも集まれて大変楽しい時間でし
た。広島を離れた人が多い中、たくさ
んの人が集まり、会話できたことを嬉
しく思います。今回集まってくれたみ
んなありがとう！！そして、今回参加
できなかった人もまた近々同窓会を開
くと思うので、また集まろうね！
 11月27日記 　関 咲織

98回卒業生の同窓会

アカシア会事務局Eメールアドレス　akashia@fuhs.hiroshima-u.ac.jp

都文京区本郷３－10－５）のお近くに
行かれることがありましたら、ぜひ見
学してください。 中田 研一

　今回は22名（内女性７名）参加のもと11
月８日に貸切バスで広島から松江道経
由玉造温泉にて開催した。途中「いず
もめのう」伝承館を経由、白石家旅館
に投宿。夜の宴は黄綬褒章の竹鶴寿夫
君、瑞宝単光章の奥（若狭）育子さんを
祝し、遠来の松尾雅彦君の挨拶で開始、
旧交を温めた。その後安来節見物等を
挟み、各室で二次会が深夜まで続いた。
　翌朝は松江城の天守閣を征服。島根
県立古代出雲歴史博物館を経て出雲大
社へ。神楽殿でのお祓いで身を清めた後
に本殿へ参拝した。「平成の大遷宮」後
の新本殿は、折からの小雨模様でひとき
わ情緒を感じさせた。出雲そばで昼食の
後再び松江道で戻り、広島駅で次回の再
会を約した。 11月11日記　圡井田 泰

49回同期会

55回卒業の友との語らいの旅

寄贈資料の紹介
(2015年7月~11月)(敬称略･受付順)太字は寄贈者

資料のご提供ありがとうございます。
・図書「光芒―追悼　藤本亘―」
 （51）小城 得達
・冊子「木馬13号・15号～18号」
 （49）伴 由美子
・冊子「牧童昭和28～昭和31年発行」
 （49）伴 由美子
・ 冊子1957から1958年の「うごき創刊号」
「生徒会入門」「文化祭パンフレット」
「附高新聞」「修学旅行の栞」「むつみ
創立50周年記念」 （49）伴 由美子

［同期会］アカシア41期会、62回三金会、アカシア62回、アカシア65回
［職域アカシア］中国電力アカシア会、アカシア歯科医会、県庁アカシア会
［クラブアカシア］広島大学附属高等学校野球班OB会、アカシアサッカークラブ
［企業・個人（卒業回順）］㈱大本組、広島管財㈱、大和燃料㈱、千田興業㈱、賀茂鶴酒造㈱、島 外科内科、
㈱大之木ダイモ、㈱東広島ケーブルメディア、（医）岩国病院、山﨑 節子、キョーリツ㈱、（医社）日域医院、（医） 
ヒノ井医院、㈱大方工業所、萬国製針㈱、日の丸産業㈱、メガネの田中チェーン㈱、特別養護老人ホーム 
たちばな苑、井藤 壯太郎、㈱立芝、㈱紀陽、（医社）博愛会、㈱合人社計画研究所、新中央工業㈱、馬場 則行、
アイトフース㈱、㈱さくら保険企画、大和重工㈱、横手 靖吾、広島運輸㈱、（医社）桃李会 平和の里、慶
友整形外科、㈱ダイナミクス、東洋紙業高速印刷㈱、（医）翠和会 養神館病院、（医）わかば会 岩本内科医
院、井藤矯正歯科、㈱天畠、㈲丸益 西村屋、マルニヤ㈱、㈲敬愛ファーマシー、吉元 徹也、㈱中国新聞
社、ひろしま交流協同組合、㈱シティガス広島、（医社）俊幸会 中川外科胃腸科、産婦人科 長尾クリニック、
㈱みづま工房、（医社）曙会 佐々木外科病院、㈱広島東洋カープ、松本 峰人、長沼商事㈱、㈱シンコー、（医社）
祐和会 大石クリニック、㈱アルツト、山陽工業㈱、㈱山縣本店、アカシア学生ハウス、つばめ交通㈱、ニッ
トハウス㈱、さんもく工業㈱、㈱マツヲ、大手町こぶけ内科クリニック、小川電気通信㈱、（医社）楓会 林
病院、㈱ユニバーサルポスト、（医社）福原医院、㈱広工、㈱融合事務所、アクアマルシェ合同会社、竹末
洋紙 ㈱、折口内科医院、ウエノヤビル㈱、むぎ耳鼻咽喉科医院、シンセイ㈱、（医）わかみやメンタルクリ
ニック、ネッツトヨタ中国㈱、D.P.C.第一入力センター、カルビー㈱、畑秀樹税理士事務所、㈱部谷工務
店、㈲ジェスパ、熊野税理士事務所、一般社団法人 フォーギブネス・フロム・ヒロシマ、広交グループ協
同組合、（医）松本歯科医院、㈱広重 カーブス事業部、まえだ内科呼吸器科、クリエイト コミュニケーショ
ン、往診歯科おだ、加川整形外科病院、五日市ファミリー歯科、備北ななつか病院、（医）光臨会 荒木脳神
経外科病院、IVFクリニックひろしま、㈱福屋、菅坂税理士事務所、（医）一陽会 原田病院、楠原壜罐詰工
業㈱、㈱千葉物流倉庫、堀口海運㈱、㈱島屋、エス㈱、㈱広瀬印刷、㈱たきのぼり不動産、八千代工業㈱

2016年版会員名簿　広告主一覧（114件） ご協賛ありがとうございます。

伴さん寄贈の文芸部、生徒会発行冊子
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山﨑 節子（44回）さんからのご紹介
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後藤 吟子（43回）さんからのご紹介

転居の際は住所変更をお願いします。　http://www.acacia100.net/contact/address/

会
員
リ
レ
ー
紹
介 
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事 務 局 だ よ り
◆新事務局員あいさつ

　月例アカシア会の下幹事
として2015年春からアカシ
ア会館に通う中、事務局へ
のお話しをいただき、11月

より在席しております。早く一人前に
なって、アカシア会の活動を支えられ
るよう努めてまいります。みなさまには
大変ご迷惑をおかけしますが、よろし
くお願いいたします。 中井 満理（83回）

■■■ 訃　　報 ■■■

高校で選択した美術の長岡強先生は、
一夜漬けで描いて授業の最後に提出し
た絵を見て、「いつ描くんかと思っとっ
たけど、なかなか目の付け所がええ
じゃないか」と、サボっていたことは
お見通しなのに褒めてくださいました。
その後描きもしなかったのに描ける

デッサンアカシア
ミニギャラリー

（2015年７月以降判明）

旧校長 新堀　通也 様 平成26年３月24日
27回卒 上野　義夫 様 平成18年６月21日
29回卒 阿川　弘之 様 平成27年８月３日
30回卒 土井　達郎 様 平成27年５月12日
33回卒 長沼　　博 様 平成27年７月７日
 片山　敏之 様 平成27年１月25日
35回卒 仮井　郷實 様 平成26年４月27日
36回卒 松本喜久雄 様 平成26年９月６日
37回卒 岡本　敦美 様 平成26年８月８日

37回卒 米山　仁英 様 平成26年10月３日
 甚本　　桂 様 平成26年11月16日
38回卒 守澤　安生 様 平成26年１月26日
 石田　民生 様 平成27年８月３日
41回卒 前野　長昭 様 平成27年８月17日
42回卒 藤原　興治 様 平成27年５月29日
 山根　邦章 様 平成27年８月25日
43回卒 日山　欣昭 様 平成27年１月11日
 藤井　侃二 様 平成27年６月13日
 石井　泰行 様 平成27年11月23日
44回卒 脇本　　崔 様 平成27年６月３日

44回卒 宮脇（高橋）秩子 様 平成27年９月28日
46回卒 北村　和夫 様 平成27年２月27日
48回卒 菊地比呂志 様 平成27年６月29日
49回卒 倉本　戴壽 様 平成27年８月９日
51回卒 藤井　義昭 様 平成27年10月11日
57回卒 光藤　和明 様 平成27年10月18日
 山田　容三 様 平成27年11月　　
58回卒 勝谷（野城）成子 様 平成27年７月３日
 入江　克明 様 平成27年10月18日
59回卒 小谷　幸生 様 平成27年12月６日

謹んでご冥福をお祈りいたします。

という気がしてたのは、そのおかげで
しょう。最近になって、鉛筆、色鉛筆
で時々デッサンをするようになりまし
た。よく見て、見たまんまに描いてい
るだけですが、出来上がってみると立
体感が出るのが面白いところです。
 前田 慎一（72回）

人数 男性 女性
会員数 15,815 10,673 5,142
現存者 11,376 6,752 4,624
不　明 1,209 858 351
物故者 3,230 3,063 167

◆アカシア会会員数（１～105回）
 （2015年12月10日現在・単位：人）

～各学年の幹事の皆様へ～
アカシア会では同期会などのお
知らせ発送用に宛名印刷を承って
います。宛名シールであれば１
シート（10人分）100円です。詳細
はアカシア会事務局までお問合せ
下さい。
℡082-253-5581（平日10～15時）
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常に品質最高を心がける
本社・醸造蔵／〒739-0011 広島県東広島市西条本町4-31

TEL（082）422-2121
東京支社／〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町1-12-9

TEL（03）3668-4111

石井泰行（43）

月例会レポート12
　開会挨拶は吉中康麿広島アカシア会
会長（50回）。「今回で最後となるアン
デルセンでの例会を楽しみましょう。」

　吉野さんは、高校時代よりジャズ
ベーシストの道を志し、東京芸術大学
に進学。サックス奏者 坂田明さんと
のトリオでヨーロッパツアーなど、高
い評価を得てこられました。現在は、
ジャズ、現代音楽、民族音楽、ポップ
スなど、幅広く活躍されています。ま
た、共演いただいたギタリストの廣木
光一さんは77回生廣木（松本）右子さん
のご主人です。ジャズ、ラテン、即興
音楽など様々なジャンルの演奏のほ
か、作曲家としても活動されています。

アカシアジャズコンサート 
ベース奏者　吉野 弘志氏（63回）

12月例会出席者（敬称略93名）
（41）菊地日朗、（43）後藤吟子、（44）荒木英昭、石田信枝、泉 
陽子、 海部蓉子、加藤義明、河口京子、澤田佐喜子、 山本正一、
米山栄子、（46）岡田芳子、檜井康子、（47）大野高子、湯浅純吉、
（49）奥村誠哉、（50）井藤壯太郎、小川玲子、斎藤百合子、鈴
川 清、田辺宏子、土屋照子、松本幸子、向井恒雄、吉中康麿、
（51）上圡康弘、西田寛子、（53）馬場則行、山手悊正、 （54）藤
井寿江、（55）吉原通代、（57）神鳥京子、佐々木隆雄、天畠純子、
安田敬子、（59）安藤一二、河原和子、三好 新、（63）安藤伸子、
岡崎純子、岡本惠子、小川秀子、甲斐 稔、隂山秀明、木山 茂、
久笠加代子、小武家暁子、阪本郁子、佐々木香代子、佐々木
淑子、隅田秀美、妹尾美登里、谷本佳都子、堤 良子、中尾
正和、西尾良子、三谷純子、山脇健盛、吉野弘志、（65）阿部
延美、末田郁子、広田美枝、谷田部広志、（67）高橋浩一、高
橋裕子、竹爪真弓、（68）平尾 真、（69）槙本良二、（70）越智
ようこ、（72）小田義仁、檜井純江、（76）宮井ふみ子、（77）石
本一成、佐々木順一、佐々木朋子、菅坂典子、村主公夫、中
村智恵、日野隆太郎、廣木右子、松田里絵、吉貴弘佳、（78）
今村彰宏、（81）木下和敬、（83）沖本真朗、片上千枝、中畝將博、
松岡倫子、松本京子、 （84）神鳥 静、中野絵里、（85）栗栖史匡、
（90）廣幡英和

このユニットは、共演も含むお二人の
40年に及ぶ活動を経てたどり着いた、
コントラバスとガットギターという最
もアコースティックで繊細な響きをも
つ編成とのこと。
　「ジャズを始めた頃は、アメリカの
黒人のように演奏したいと思っていま
したが、次第に、ただ洋楽の真似をす
るのではなく、いろいろな音楽の要素
を取り入れながらも、自分達がせずに
はいられない、人の心に響く音楽を作
りたい、と思って日夜演奏していま
す。」との挨拶の後、４曲を演奏して
いただきました。
1. Alvorada（夜明け） Cartola作曲
2. O Mundo e um Moinho
　（人生は風車） Cartola作曲
3. Boto（河イルカ）
 Antonio Carlos Jobim作曲
4. That's All I want from You
 Nina Simone作曲
　「たまたまブラジル曲が多くなりま
したが、ジャンルにとらわれない自分
たちの心身の発露が伝わったなら幸い
です。」２つの楽器が織りなすリズミ
カルな音色が参加者の心に響きわたる
素敵な演奏でした。

　全会員にお配りしている全国版（１月７月）と、それ以外の月に発行している月例
版を合わせて、会報「アカシア」は2015年10月で遂に500号を発行しました。
　今後もアカシア会より会員の皆様へ、母校の様子や会員のご活躍をお知らせして
まいります。
　月例版会報は、年間購読料2,000円をお支払いくださった方にお届けしています。
購読のお申込みは、アカシア会ホームページhttp://www.acacia100.net/　から、ま
たは、お電話（082－253－5581）、Eメールakashia@fuhs.hiroshima－u.ac.jp 　にてお
願いします。
浩然の気
松井政明先生、野中幹夫先生、三河宏先生、酒井秀二先生、
三宅重徳先生
出てもろうてもええかいのぉ
小川（於保）玲子（50）→大方幸三（46）→石井泰行（43）→
湯﨑英彦（75）→相良秀直（76）→松林（松田）瞳（93）→柴田愛花（97）→
松田（三村）道枝（58）→上野谷拓也（57）→神鳥静（84）→木本薫（57）→後藤吟子（43）
永井隆理（87）→天野恵（95）→大上真司（89）→林（財満）優子（87）→江木典之（86）→
メンキナ（土本）芙紗子（87）→上野和憲（87）→笹木顕一（77）→惠木（伊達）奈緒美（76）→
末田（佐野）郁子（65）→新井俊一郎（41）→山﨑（藤井）節子（44）
ビバ！アカシアカップル／アカシア親子じゃけえ
庄司孝（44）・利枝（44）／野地潤家（第15代校長）・髙津（野地）玲子（61） （敬称略）

平成26年1月号から12月号
までにご登場いただいた方々
です。

11月にご逝去された前アカシア会会
長石井泰行氏（43回）を偲び、向井恒雄
アカシア会会長（50回）が献杯。
ビンゴ大会は、例年以上の諸先輩方
からの景品ご提供により、大盛況。急
遽1月の例会でもビンゴ大会を開催す
ることになりました。ご協力いただき、
ありがとうございました。
 12月17日記　沖本 真朗（83回）

懇親会 

会報月例版 年間購読料2,000円　振込先　○郵 01300-6-34213「月例アカシア会」
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会報編集委員会
　平成27年８月22日、アカシア会館にて、甲
斐稔事務局長（63回）をゲストにお招きし、今
年度下期会報編集会議を開催しました。読者
の皆様に喜んで頂ける紙面づくりを目指し、
長時間に及び議論しました。主な議題は、①
報告事項、②下期月例版掲載計画立案、③
全国版１月号掲載計画立案。上期に引き続き、
会員の皆様にご登場いただくコーナーも用意し
ますので、御協力お願いします。また、当委員
会に参加されたい方は是非、ご連絡下さい。

後列左より 三隅俊行（66）、宮井ふみ子（76）、大田陽子（74）、
 吉野かおり（79）、佐々木隆雄（57）、
前列左より 甲斐稔（63）、委員長：隂山秀明（63）、副委員長：中本泰弘（65）

会報「アカシア」500号達成！月例版もぜひご購読を


